
歪
計

豊
倉
笙
種

ma　＝　ng鰺＾ ﾝ7蕊、
　　號三＋二第　一一　＿＿＿論
行獅一御影正臨丸慰　讐正セ年

一
月
ご
＋
七
隈
印
嗣
周
回
（
劔
月
一
回
一
日
強
行
）

ヤ
ー
ジ
篤
ナ
ゾ
川
キ
㍗
の
見
た
る
希
懸
輪
廻
思
想

　
・
：
・
：
：
：
・
：
：
：
：
：
・
：
：
：
丈
三
士
本
田
義
英

．
濁
逸
唯
心
論
に
於
け
る
哲
學
的
認
識
の
問
題
・
・

　
・
：
：
・
：
：
：
・
：
：
：
：
・
：
：
：
丈
二
士
田
三
元

ミ
カ
イ
ロ
ヴ
ス
キ
の
薩
會
画
筆
の
創
始
的
債
値
（
承
碗
）

　
：
，
．
：
：
・
：
・
：
：
．
．
：
・
：
・
．
．
．
．
：
：
・
：
米
田
庄
太
郎

糟
…
紳
物
理
學
の
職
分
に
就
い
て
・
：
：
・
交
學
士
　
岩
井
勝
二
郎

新
高
紹
介
：
：
・
：
：
：
：
：
・
：
：
：
：
：
：
：
・
：
：
：
・
：

三越大磯文撃大國帝都京

　會學暫都京



京
都
哲
學
會
規
則

第
一
條
　
熱
発
チ
京
都
飯
盛
會
ト
稽
λ

第
一
濡
練
　
本
A
曾
ハ
艦
岨
残
昌
於
ケ
ル
哲
風
甲
ノ
研
究
及
跳
ハ
煎
日
及
チ
以
テ
目
〃
的
ト
ス

第
三
條
　
本
・
合
隠
ハ
曲
…
條
ノ
日
的
チ
達
セ
ン
が
爲
メ
左
ノ
事
業
チ
行
フ

　
　
一
、
毎
月
…
回
研
究
會
チ
陶
ク

　
　
一
、
毎
年
奪
秋
こ
回
公
等
叩
識
演
會
チ
開
…
ク

　
　
一
、
毎
月
一
回
難
誌
魍
哲
學
研
究
』
チ
獲
行
ス

第
圏
出
繰
　
本
八
曾
三
州
所
テ
京
都
帝
閣
大
學
交
科
大
學
内
二
置
ク

第
五
條
本
県
ノ
事
業
チ
縄
督
ス
ル
爲
メ
ニ
左
ノ
役
員
チ
置
ク

　
　
一
、
委
員
（
若
ヂ
名
）
京
都
帝
國
大
學
丈
科
大
學
哲
學
科
教
官
及
委
員
會

　
　
　
、
二
於
テ
櫓
…
薦
シ
タ
ル
書
H
チ
以
テ
之
昌
充
ツ

　
　
｝
、
書
記
（
｝
名
）
委
員
愈
轟
於
テ
囑
託
ス

第
山
ハ
條
　
本
密
目
ノ
趣
協
同
二
賛
同
ス
ル
者
ハ
何
人
昌
テ
モ
禽
昌
貝
タ
ル
コ
ト
チ
得

　
み
校
、
闘
霧
館
、
毅
育
脅
μ
、
晶
共
他
ノ
剛
門
融
掴
ハ
比
ハ
圃
訓
髄
ノ
名
チ
以
一
ア
入
會
ス
ル

　
コ
ト
チ
碍

第
七
條
　
會
員
ハ
脅
誌
賀
ト
シ
テ
年
雪
間
武
拾
磯
、
渤
後
二
期
二
分
チ
テ
箭
納
ス

　
ベ
キ
愚
ノ
ト
ス

第
八
焔
慷

會
h
貝
ハ
本
愈
ノ
講
離
槻
ノ
會
ム
ロ
昌
畑
田
塵
仰
ス
ル
コ
ト
チ
得
臼
晶
ッ
難
敬
馳
『
哲

　
學
研
究
』
ノ
配
付
チ
受
ク

第
九
條
　
本
合
口
規
劉
ノ
改
疋
描
饗
更
ハ
禾
翼
員
衛
い
ノ
決
議
島
井
ル

京
都
哲
學
會
役
員

委
　
員

書
　
記

丈
雛
博
士
波
多
野
精

丈
學
博
士
西
田
幾
多

交
野
博
士

交
學
士

丈
學
博
士

交
學
博
士

交
野
士

文
學
士

交
學
博
士

丈
學
博
士

丈
墨
博
士

丈
學
博
士

高率狩千朝
瀬田野選永
武庄　　 三

次太直胤十

賓小藤深松野植
田嚴西井田本上

三陸

壽方重治康三俊
成郎　郎　一喜治直郎算郎夫癒郎郎



　
　
し
て
紳
鰹
過
勢
と
分
析
渦
垂
と
い
ふ
こ
と
を
ぱ
種
々
な
る
統
計
に
よ
り
て
論

　
　
じ
て
こ
れ
が
匡
正
法
を
ば
説
き
、
第
四
章
及
第
五
章
は
、
感
梼
の
甚
礎
的
修

　
　
養
論
で
、
か
の
箭
蓮
の
九
惜
説
に
基
づ
き
て
、
こ
れ
に
封
ず
る
内
外
雨
方
面

　
　
よ
u
9
の
修
養
法
を
げ
嘱
詳
細
に
論
究
せ
ら
れ
て
履
る
。
第
六
山
草
は
猫
立
貞
囲
象
、

　
　
第
七
章
は
競
曾
と
友
情
、
第
八
章
は
同
惜
と
憐
鯛
、
第
九
章
は
愛
國
心
と
偉

　
　
人
崇
舞
、
両
し
て
第
十
掌
よ
り
第
十
三
章
に
至
る
最
後
の
四
章
は
、
虞
悲
奨

　
　
の
惜
撚
樺
、
宗
敏
的
情
調
銀
の
論
で
あ
っ
て
、
こ
は
前
の
第
四
、
第
五
章
と
共
に

　
　
本
書
の
眼
目
と
な
っ
て
居
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
こ
れ
に
於
て
け
先
づ
暴
富

　
　
美
そ
の
も
の
玉
本
質
及
び
そ
の
絹
互
の
關
係
を
論
じ
て
、
ζ
れ
に
プ
ラ
グ
㌣

　
　
テ
イ
ズ
ム
的
の
基
礎
を
異
へ
、
次
に
聯
奥
善
美
の
情
糧
即
の
特
暫
ハ
孜
そ
ム
ル
の
鯵
養

　
　
法
を
ぱ
種
々
實
際
的
生
活
の
上
よ
り
韓
細
に
論
回
せ
ら
れ
て
居
る
。
次
に
宗

　
　
数
的
情
操
の
論
に
於
て
は
、
先
づ
我
圃
及
西
洋
に
於
け
る
宗
教
と
教
育
と
の

　
　
分
翻
離
の
羅
路
を
流
…
ぺ
、
次
に
宗
数
そ
の
も
の
工
本
質
及
そ
れ
の
種
類
を
論
じ

　
　
て
、
佛
耶
爾
畿
の
特
質
を
比
較
し
、
な
ほ
進
ん
で
心
璽
の
本
性
、
自
力
教
と

　
　
他
力
…
教
、
救
主
と
字
宙
の
大
璽
、
こ
の
大
孤
鰹
と
習
人
の
小
鍵
と
の
醐
係
、
虚
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
セ
　
　
も

　
　
教
的
捨
…
操
叩
の
一
毛
激
と
し
て
の
妙
如
卸
の
感
、
最
後
に
ウ
碧
荻
の
意
的
力
面
を
日
豊

　
　
調
し
て
、
宗
敏
の
虞
義
は
突
破
な
り
、
と
噺
じ
て
、
三
者
の
所
謂
稜
趣
的
宗

　
　
教
と
し
て
の
極
樂
模
倣
親
に
書
及
し
て
巻
を
結
ば
れ
て
居
る
。

　
　
　
以
上
は
本
轡
の
一
般
の
趣
旨
と
そ
の
内
容
の
大
髄
と
で
あ
る
が
、
然
し
ζ

　
　
の
趣
旨
が
ζ
の
内
容
に
よ
り
て
充
分
全
う
せ
ら
れ
る
や
否
や
と
い
ふ
こ
と

　
　
は
、
本
書
の
如
き
性
質
の
書
に
あ
り
て
は
、
全
く
こ
を
讃
む
入
々
の
賢
跳
的

　
　
感
銘
の
如
何
と
い
ふ
こ
と
に
よ
リ
ア
、
定
る
ζ
と
㌧
思
ふ
か
ら
、
こ
瓦
に
は
こ

　
　
れ
等
の
こ
と
は
鰯
れ
ず
し
て
、
唯
だ
有
釜
な
る
修
饗
書
と
し
て
、
こ
れ
が
紹
層

脇
介
に
止
め
て
撃
こ
ミ
す
る
・
星
…
欝
馨
・
定
蟹
壼
翻
球
謹
べ
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
羅
紹
介

良
轟
男
）

…
！
一
〕

寄
贈
書
籍
薙
誌

　
人
聞
の
漁
　
化
　
　
　
理
學
博
士
　
蔚
川
千
代
松
著

　
軸
週
徳
の
根
本
・
義
　
　
　
丈
伽
一
士
　
士
口
岡
　
品
静
致
著

　
無
門
溶
解
綿
　
　
　
　
丈
低
土
　
紐
亭
　
皿
美
著

　
哲
綴
争
難
勲
酌
、
　
恥
慨
翻
…
、
　
心
理
研
究
、
　
六
ム
欄
難
誌
、

中
之
光
、
皐
稻
閃
丈
鰹
、
學
校
数
育
、
教
育
、

教
育
界
、
新
…
公
論
胆
、
胤
獄
育
時
論
、
東
京
敏
辰
口
、

大
臼
本
国
衝
協
禽

岩
　
波
書
店

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
洋
醤
孕
、
無
霧
燈
、
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
外
教
理
評
論
、
激
育
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奈
良
縣
徴
宵
、
都
岡
縣
教
育

晦
報
、
滋
賀
縣
教
育
難
誌
、
岐
阜
縣
教
育
、
愛
知
教
育
難
誌
、
佐
賀
縣
毅
育

藝
備
敦
育
、
宮
教
御
筆
、
愛
媛
教
育
、

一
二
蕊

〆



暫
墨
研
究
　
第
二
十
嚇
二
盤

扁
二
鶴

256

次騒盆前

意
識
と
は
何
を
意
味
す
る
か
：
：

客
槻
的
心
理
學
に
就
て
：
：
・
：
・

枇
會
的
正
義
に
蕊
て
：
：
・
：
：
：

ヂ
エ
葺
イ
の
敏
育
論
（
完
結
∀
：
：
：

美
し
き
霞
の
丁
丁
：
：
・
：
・
：
：

彙
報
一
　
新
著
紹
介
・
：
：
：
：
：

：
：
・
：
・
：
：
丈
學
薄
士
西
田
灘
多
郎

：
・
：
・
：
：
：
丈
闘
士
　
千
葉
胤
成

・
：
：
・
：
：
：
丈
學
博
士
藤
弁
健
治
郎

：
：
：
・
：
：
一
丁
士
篠
原
助
市

：
・
：
・
：
：
・
裟
學
士
戎
瀬
無
極

O
　
　
O
　
O
　
●
　
●
　
●
　
●
　
　
　
O
　
，
　
■
　
●
　
●
　
　
曾
　
・
　
●
　
9
　
・
　
●
　
　
●
　
●
　
■
　
6
　
し
　
●
　
O
　
り
　
噺
　
，
　
，
　
曹
　
，
　
●



マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

　
　
　
　
會
　
箸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

…
近
時
紙
償
暴
騰
致
し
之
に
加
へ
て
印
旛
製
本
費
又
共
に
櫓
額
致
し
候
爲
め
護
行
所
の
要
求
〔

み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ

一　

ﾉ
依
り
遺
憾
な
が
ら
顧
る
四
月
以
降
當
分
の
中
本
誌
愛
眼
並
に
會
曝
露
費
左
の
通
診
相
定
怖

　
め
候
闘
右
様
御
諒
承
被
成
下
度
此
段
廣
告
仕
候
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

一
　
定
　
償
　
　
圃
　
撰
　
金
轡
拾
五
銭
　
逡
料
金
　
銭
　
　
　
一

　
　
會
　
費
　
学
年
舜
（
前
金
金
壷
闘
泌
拾
銭
　
　
　
　
　
　
　
一

…
大
竃
七
年
二
月
冒
　
　
　
　
　
　
京
都
欝
學
禽
膠

へ
　
　
　
　
　
　
　
・
、
－
」
」
　
　
．
　
　
…
、
・
「
－
〆
・
ピ
〆
－
唱
－
　
　
　
　
　
　
心

へ
　
　
　
　
『
哲
學
爾
霧
』
定
讃
敬
慮
獲
告
　
　
　
　
　
　
　
　
心

蘇
礁
懸
鍵
難
獺
鰭
鰐
噸
只
の
爲
め
來
四
月
號
よ
り
左
の
懸
夢
｛
疋
優
一

一　
　
　
　
　
　
　
一
　
羅
　
　
　
　
金
戴
姶
五
銭
　
　
迭
料
金
一
銭

～　
　
　
｛
疋
糎
晒
　
　
六
　
擬
釜
麟
余
）
　
金
志
臓
麟
五
槍
…
鏡
　
　
　
途
料
一
帯
要
一

～　
　
　
　
　
　
十
二
舩
（
壷
金
）
　
金
　
蓼
　
圓
　
　
途
料
不
要

～　
　
　
大
正
七
年
二
月
　
　
『
哲
學
研
究
』
装
行
駈
　
　
東
　
山
塞
　
實
．
文

…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌔

帽
ぞ
～
　
苧
t
・
‘
・
f
　
ゴ
r
　
　
」
　
　
　
ぎ
ヒ
ピ
ー
「
～
／
　
ノ
・
／
簿
、
ヌ
覧
く
f
、
く
ポ
噛
～
、
，
ζ
≧
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ζ
芝
‘
一
‘
覧
～
一
売
F
～
一
～
～
～
～
　
　
　
　
　
　
　
　
，
～
～
｝
～
～
～
」
｝
．
〕
k
’
　
、
　
》
、
タ
㌔
幽
し
～
毛
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
付
の
一
）

館
ww



金fEit生
日贋定

一
、
本
衛
q
へ
入
衛
陥
希
朗
唱
ノ
方
ハ
直
接
幽
幽
陥
宛
冑
ア
窺
御
由
甲
h
込
按
下
度
嬢

　
一
、
工
員
ニ
シ
テ
頗
押
屡
セ
ラ
レ
タ
ル
節
ハ
直
チ
ニ
註
ハ
旨
御
報
知
被
下

　
　
鹿
候

　
「
、
禽
費
ハ
擾
麟
爵
廃
・
穴
阪
饗
〇
六
六
霧
番
、
京
都
暫
趣
二
二
テ
ニ

　
　
御
薪
込
被
ド
度
候

　
一
、
本
勃
帥
ノ
編
…
戯
買
二
關
ス
ル
博
遡
信
及
紹
…
介
・
新
　
刊
一
書
・
交
漁
轟
雑
熔
融
等
ハ

　
　
凡
テ
本
愈
宛
テ
高
御
聚
逡
田
下
度
候

　　

@　

@　

@　

@
嫁
韻
猫
三
郷
京
都
暫
撃
曾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
替
臼
座
大
阪
饗
〇
六
六
品
番

紛一六

数
　
　
定
　
　
　
　
　
鎖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郵

泓
一
金
　
　
菰
　
拾
　
　
鋒
一
金

　
　
　
研
（
前
金
）
一
金
萱
…
圓
武
拾
銭
一
不

十
　
二
　
塒
（
前
金
）
｝
金
武
圓
四
給
銭
「
不

寸胴巾

受i受1銭｛視

廣
魯
墨

一
頁
　
　
金
捨
　
　
圓

雫
頁
　
　
金
六
　
　
割

註文定

⑤
倉
員
に
あ
ら
ざ
る
講
讃
者
の
御
註
丈
及
び
廣
告
に
閥
す
る
件
は
慶

　
丈
館
へ
彿
串
込
下
さ
れ
度
候

⑥
本
誌
の
彿
謎
丈
は
す
べ
て
代
金
郵
殺
共
前
金
に
て
獅
逡
り
下
さ
る

　
べ
く
鉄

⑤
）
振
替
貯
金
に
て
御
逡
金
は
（
粟
京
二
八
◎
番
）
寳
丈
館
山
に
願
上
候

◎
前
金
切
れ
の
場
合
け
帯
封
に
「
前
金
切
」
の
即
章
抑
「
捺
致
す
べ
き
に

　
付
直
に
獅
沸
込
下
さ
れ
慶
候

◎
見
本
御
入
用
の
揚
合
は
金
武
拾
銭
御
点
り
下
さ
れ
慶
候

⑤
特
に
講
求
誰
汲
領
敗
磐
戸
を
要
す
る
揚
合
は
郵
券
三
銭
御
湿
付
下

　
さ
れ
度
候

大
正
七
年
｝
月
二
十
七
日
印
刷
納
本

大
犯
七
年
　
二
　
月
一
毒
筆
　
　
行

糞
～

編
輯
者

右
代
表
詣

第
二
十
三
號

重複許不

焚
行
者

印
刷
者

印
刷
灰

第
三
巻

第
出
冊

京
都
帝
國
大
學
丈
科
大
學
内

　
　
　
京
都
哲
學
會

寳
　
嚴
　
方
　
治

大
　
葉
　
久
　
吉

璽
京
市
日
本
嬌
、
憾
本
石
町

三
　
丁
　
目
　
　
十
　
　
七
　
番
　
　
地

青
柳
十
一
郎

東
京
市
上
迅
鴎
市
谷
舶
賀
町

一
丁
昌
十
＝
番
地

秀
英
舎
第
一
工
場

襲
行
所
殿
務
題
聾
唖
醍
半
蔀
文
館

登
費
元
麟
瓢
簾
蘇
噸
些
藷
寳
全
館

費
捌
所

（
東
京
）

良
腸
堂
、

（
京
都
）

東
京
堂
、
東
海
堂
、

上
田
屋
　
（
大
阪
）

寳
文
館
（
脱
蝋
）

北
隆
館
、

盛
丈
館

賓
文
館



勧
蔓
紫
さ
れ
・
、
る
著
者
の
講
演
基
け
る
新
著
は
獲
表
せ
ら
れ
た
り

の

講
錨
齢
文
學
・
士
松
浦

（罰通志）

一
先
青
磁布

襲
全
　
一
冊

｛
疋
置
目
ム
蹴
上
島
圓
山
ハ
拾
銭

邊
料
金
拾
戴
銭

本
書
は
著
者
が
『
文
學
の
本
質
」
糞
表
以
來
、
最
近
東
京
帝
國
大
學
に
て
爲
せ

し
文
學
概
論
の
講
演
に
基
け
る
も
の
に
し
て
、
無
量
無
邊
の
生
命
を
文
學
の

紳
髄
よ
り
探
り
來
り
、
生
と
死
と
の
孚
闘
の
巷
に
眞
に
奇
く
べ
き
道
を
示
せ

り
。
第
『
講
貴
族
的
か
雫
民
的
か
。
第
二
講
「
我
」
の
文
學
的
弓
現
の
蚕
下
に

深
遽
極
み
な
き
の
秘
を
説
け
り
。
敢
て
愈
愈
研
究
者
の
一
閲
を
仰
ぐ
。

阪大⑳館文寳⑳京東

⑳
文
學
と
入
生
と
の
馬
繋
を
此
の
尊
き
文
學
に
求
め
よ

暫
躍
硫
究
　
笙
士
露
礁
…
．
　
詩
華
皿
耗
隻
押
講
鶉
↑
掴
く
難
舞
曲
娯
理

定
璽
金
融
脊
淺


